
 

リエイブルメントプログラム 

～元気を取り戻す！短期集中「自立支援」予防サービスの試行実施について  
 

 

１．リエイブルメントプログラムとは ：「再び、自分らしく輝くためのプログラム」 

 

＊リエイブルメント：フランス語で「再びできるようになる」「元に戻る」という意味 

  を持つ言葉です。 

＊このプログラムは、医療専門職のサポートのもと、ご自身の力で「日常生活の自立」

を取り戻し、自分らしい生活を継続して送ることを目指します。 

 

２．プログラムの目的 ：ご自身の「できる」を増やし、介護からの卒業を目指す！ 

 

＊「介護サービスに頼らず、自分らしい生活を送る」状態への回復を目的とします。 

＊具体的には、3ヶ月から最大 6ヶ月の期間で、リハビリ職や看護職などの医療専門

職が継続的に介入支援を行います。 

＊入浴、着替え、調理、掃除、買い物といった日常生活の課題に対し、再びご自身の

力で暮らしの自己管理ができるよう、個別指導と実践を重ねていきます。 

 

３．対 象 : １０名で募集予定 

    ・基本チェックリストの結果「事業対象」に該当、 要支援１、要支援２の方    

     ・ 「再自立に向けた意欲」のある方                      

（※ただし、認知症及び進行性疾患の方は対象者から除く。） 

 

４．実施方法及び内容 

 

  〇 実施形態       :  市直営方式で通所型プログラム 

（週1回、１回２時間、全１２回） 

〇 プログラム内容： 

＊通所プログラムでは、医療専門職による集中的な指導が行われます。 

＊利用日以外の 6日間は、ご自宅での運動や生活動作の目標実践に取り組みます。 

指導者は、参加者の方々がご自身の変化を実感し、自己肯定感を高められるよう 

配慮。 

動機付け面談を通じて目標達成へのモチベーションを維持し、元の生活を取り戻

す支援を行います。 

 

※プログラム終了後も、委託型地域包括支援センター職員が半年間、月 1回程度の頻

度で、電話または訪問によるモニタリングを継続します。これにより、行動目標の継

続状況や社会参加状況を確認し、自立した生活をサポートします。 


